
日程・講師・講演テーマ    ＜２０１６年度後期＞ 全１５回 
講師プロフィールは財団ホームページ等でご覧ください。 

１． 10/4(火) 「私のリーダーシップ研究の旅」  

金井 壽宏（かない としひろ）  神戸大学大学院経営学研究科 教授 

名著「変革型ミドルの探求」から四半世紀。「ひと皮むける経験」、サーバントリーダーシップ、多くの実務家・コ

ンサルタント・他領域の研究者との協働著作等。日本のリーダーシップ研究＆普及に力を尽くしてきた金井教授が、

自らの歩んできた道程と今後の展望を語る。 
 

２． 10/5 (水) 「変えること、変わることを恐れてはいけない！」 

夏野 剛（なつの たけし）慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 特別招聘教授 

IT の進化はビジネス・経済・政治など社会のあらゆる面を変え、人間や社会に変化への適応を促し続けている。iモ

ードを生み、ニコニコ動画の黒字化に貢献した IT ビジネスのエバンジェリスト夏野氏が、最新動向を伝えると同時に、

変わり続けることの意義と重要性を熱く語る。 
 

３． 10/11 (火) 「京都ぎらいの関西論」 

井上 章一（いのうえ しょういち）国際日本文化研究センター 教授 

大ベストセラー「京都ぎらい」の著者井上教授。洛中千年の「花と毒」を見定めた衝撃の京都論の裏側には、京都

に生まれ、京都に住み続けてきた氏の独自の関西人論・関西文化論があった。東京人が持つステレオタイプのイメー

ジを打ち破り、ユニークな関西像を描き出す。 
 

４． 10/17 (月) 「坐禅で作る しなやかな心」※休館日ですが開催します(北側正面入口より入館下さい) 

平井 正修（ひらい しょうしゅう）全生庵 第七世住職、日本大学客員教授 

現役首相をはじめ政財界人も多く参禅し心を調える場は江戸城無血開城に尽力し、剣・禅・書の達人でもあった山

岡鉄舟が建立した全生庵。住職の平井氏がしなやかな心を育む座禅の力を説き、日常の中での実践方法を伝えること

でストレス社会に生きる我々にエールを送る。 
 

５． 10/27 (木) 「オバマとトランプ：反知性主義とアメリカの宿命」 

森本 あんり（もりもと あんり）国際基督教大学 人文科学デパートメント教授（哲学・宗教学）・学務副学長 

分断を語り、差別と憎悪を是認するトランプになぜ支持が集まったのか。統合の夢を語ったオバマの登場から８年

でアメリカの何が変わったのか。アメリカキリスト教史が専門の森本教授が、アメリカ精神の底流をなす反知性主義

の伝統からこの変化を解き明かしてくれる。 
 

６． 11/1 (火) 「進化を楽しむ」  

廣瀬 俊朗（ひろせ としあき）元ラグビー日本代表 

昨年の W 杯で一躍注目の的となったラグビー。その舞台裏でチーム団結を促し勝利に貢献した“影の主将”が 30

年近い現役に終止符を打った。引退後も選手会設立などに取り組む廣瀬氏が登壇。W 杯での躍進に至る日本ラグビー

の軌跡、個人の想いと新たな挑戦への抱負を語る。 
 

 

７． 11/11 (金) 「マネジャーになる・育てる：仕事の作り方、与え方」 

松尾 睦（まつお まこと）北海道大学大学院経済学研究科 教授 
挑戦的な仕事を任せれば管理職として成長できると考えるのは安直だ。経験学習研究の第一人者松尾教授が、人材

開発の最大テーマ「マネジャー育成」を取り上げ、丁寧な調査研究に裏付けられた知見を、豊富な事例を交えて語る。

経営幹部、企業の教育担当者必見の 90 分。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

・講演テーマ等は 201６年８月３１日現在の予定です。都合により変更となる場合があります。 

・講師は東京会場で講演を行います。 

・明石夕学サテライトはインターネット配信を使用した映像を視聴する講座です。 

天災等の場合、配信の中断、または当センターでの受信ができなくなることがありますので、 

予めご了承ください。 

・お申し込み後、やむを得ずキャンセル・欠席される場合は、できるだけお早目にご連絡願います。 

・「明石シニアいきいきパスポート」による優待がございます。詳しくは事務局までお問い合わせください。 



 

 

 

８. 11/15 (火) 「国際水準から見た日本の危機管理」 

小川 和久（おがわ かずひさ）静岡県立大学特任教授、NPO法人 国際変動研究所理事長、軍事アナリスト 

北朝鮮のミサイル発射、中国の覇権主義的海洋進出、IS テロやサイバー攻撃、度重なる自然災害等々。日本を取り

巻く内外環境は緊張感に満ちている。安全保障と危機管理の専門家でメディアでも活躍する小川教授が、国際水準に

照らしながらわが国の課題と対処法を説く。 
 

９． 11/18 (金) 「わたしの田中角栄論」 

早野 透（はやの とおる）元朝日新聞コラムニスト、桜美林大学名誉教授 

没後 20 年以上を経て、突如として沸き起こった田中角栄ブームは何を意味するのか。かつて番記者として角栄に

密着し、地元取材のため新潟勤務もこなした早野教授が希代の政治家田中角栄の実像を語り、巷の角栄論から垣間見

える日本の政治意識、リーダー待望論を分析する。 
 

10. 12/2 (金) 「異次元緩和と財政ファイナンス」 

池尾 和人（いけお かずひと）慶應義塾大学経済学部 教授 

異次元の領域に踏み込んだ政府と日銀の量的・質的金融緩和政策。究極の禁じ手と言われるヘリコプターマネーへ

の突入を危惧する声も多い。深刻な経済混乱を引き起こしかねないと、新聞等でかねてから警鐘を鳴らしてきた金融

論の第一人者池尾教授が問題点を斬る。 
 

11. 12/8 (木) 「好きなことをビジネスに変える～音楽と鉄道がいっぱい～」  

向谷 実（むかいや みのる）音楽プロデューサー、株式会社音楽館 代表取締役 

軽い気持ちで加入したバンドはプロデビュー後、日本屈指のスーパーバンドに成長し、音楽で培ったスキルと好きな

鉄道を融合させたシミュレーションゲームは予測を覆す大ヒットに。好きなことから仕事を生み続ける向谷氏に先の

見えない時代を生きるヒントを得たい。 

 

12. 12/13 (火) 「笑いと感謝、いま大切におもうこと。」 

柳家 花緑（やなぎや かろく）落語家 

戦後最年少の22 歳で真打昇進。スピード感あふれる歯切れのいい語り口が人気で、新作のほか洋装と椅子で行う“同

時代落語”にも意欲的に取り組む。35年近く芸を磨いてきた柳家花緑師匠が、いま感じる大切なものは、笑いと感謝。

講演後の一席も楽しみな一石二鳥の 90 分。 
 

13. 1/12 (木) 「日産：変革を支えるレジリエントオーガニゼーション」 

志賀 俊之（しが としゆき）日産自動車株式会社 取締役副会長 

事業環境の変化がより複雑かつスピードを増し、短期予測さえも困難になっているいま、組織もまた状況と業績に合

わせての変革が必要だ。ゴーン CEOの下でリバイバルプランの立案・実行に尽力した志賀副会長が変革を支えるリー

ダーシップと柔軟性のある組織づくりを語る。 
 

14. 1/17 (火) 「新たな顧客マネジメント～循環型マーケティングの提案～」 

清水 聰（しみず あきら）慶應義塾大学商学部 教授 

情報感度が高い人が潜在顧客にも情報を回す、循環型マーケティングとは？SNS の登場とスマホの普及で口コミが

消費者の意思決定に大きく影響する時代の、新たな購買意思決定プロセスは日本独自の視点から導かれた。清水教授

が次なる顧客マネジメントについて解説する。 

 

15. 1/24 (火) 「人生は噛みしめるように生きる」 

田口 佳史（たぐち よしふみ）東洋思想研究家、株式会社イメージプラン 代表取締役社長 

在野の東洋思想研究家として「西洋と東洋の知の融合」を説き続ける田口氏。今回の夕学では、人の交わり、自然

と閑居の楽しみを説き、処世訓の最高傑作と評される中国古典「菜根譚」を題材に、堅い菜根を噛みしめるように苦

しみながら生きることの意味と重要性を語る。 
 


